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〈
東
京
外
国
同制
大
学
助
数
授〉

一
九五
六
年のソ
述
共
産
党
第二
十
聞
大
会に
お

け
る
「ス
タ
ーリ
ン
批
判」
以
来、
は
や
く
も二
十

年
近い
歳
月が
経
過し
た。
そ
して、
と
の
閥、
い

わ
ゆ
る
「
共
産
世
界」
に
は、
中y
対立
やフ
ル
シ

チa
フ
失脚、
中
関の
「
文
化
大革
命」
や
林彪
異

変、
ハ
ソ
ガ
リ
l
事
件か
らチェ
コ
事
件にい
た
る

東
欧
動乱
等々
、
突
に
多
くの
衝
較的な
ド
ラマ
が

生起
し
た。
そ
うし
た
な
かで
の
国
際共
産
主
義
運

動
の
停
滞は、
一
方で
「
新
定
翼」
新
潮
淡の
扮
頭

を
も
た
ら
し
たが、
わ
が
闘の
赤
軍派
を
は
じめ
と

する
悶
際ゲ
リ
ラや
相
次
ぐ
内ゲバ
没
人
事
件な
ど

にい
た
る
まで、
共
産
主
義
諸
潮
洗の
混
迷
は、
ま
さ

に久
タ
lリ
ソ
主
誕の
亡
立に
愚
かれ
たど
と
く、

そ
の一
部に
救い
が
たい
「退
行
現
匁」
を
伴っ
て

い
ま
もつ
づ
い
て
い
る。
と
の
よ
うな
状
況に
おい

て、
そ
れ
ぞ
れの
立
場か
らス
タ
l
リソ
主
義と
は

な
に
か、
を
問
うと
と
は、い
か
に
も
容
易で
あ
り、

そ
れ
は一
つ
の
旅
行で
も
ある
よ
うだ
が、
し
か
し

ス
タ
lpソ
主
義の
誤
謬を
歴
史の
実態
と
し
て
実

証
的に
別
扶
し、
ス
タ
ーリン
主
党の
亡
霊を
実
践

的な
意
味に
おい
て
も
目
指的に
検証
し
て
ゆ
く乙

と
は、
き
わ
め
て
図
幾
な乙
と
だ
とい
わ
ね
ば
な
ら

ない。
あの
術
祭的な
「ス
タ
lリソ
批
判」
が
敢

行
さ
れ
た一
九
五
六
年
当
時、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
的

「久
タ
lリ
ソ
批
判」
に
内在
する
限
界を
鋭
く
指

摘し、
ソ
述
社
会と
間
際共
践
主
浪速
動の
会
館
械

を
蝕ん
で
い
たス
タ
lリソ
主
義
生
成の
基
盤を、

そ
の
社
会
的・
制
度
的・
組
幹刊的
根源
に
まで
遡っ

て
追
究
すべ
きζ
と
を
提
案し
たの
は、
当
時の
イ

タ
リ
ア
共
賎
党
、け間山
FKパ
ル
ミ
lロ・
ト
リ
アッ
テ

ィ
で
あっ
た
が、
ト
リ
アγ
ティ
のと
の
よ
うな
問

題
提
起に
たい
する
回
答は、
与・日
まで、
きわ
め

て
不
十
分な
か
た
ちで
し
か
な
守口
れ
得な
かっ
た
と

いっ
て
よい
で
あ
ろ
う。

本
。は、
ある
意
味でト
リ
アッ
ティ
の
問
題
提

起
や、
そ
して
暗示
的K
は
アソ
トニ
ォ・
グ
ラム

シ
の
思
忽に
も
噂か
れて、
ス
タ
リ
1ソ
主
義へ
の

追
究を
たん
に
理
論やイ
デ
オロ
ギ
ー
と
して
で
は

な
く、
膨
大な
扱の
記
録や
紅
言を
そ
れに
可
能な

か
ぎ
りのン
述
共産
党史
関
係
文
仰に
よっ
て、
ソ

述
社
会
内郎か
ら
果た
そ
うと
し
た
記
念
碑的なス

タ
！
日ゾ
時
代
史だ
といっ
て
よい。
もとよ
り、

本
音
は、
今日
のソ
述
共
産
党
によ・っ
て
公
認
さ
れ

得る
もの
で
は
な
かっ
た
が、
そ
れ
は、
久
タ
lp

ソ
の
犯し
た
誤
摂に
た
い
し
沈
黙
を
守る乙
とζ
そ

新た
な
犯
邦だ
と
考え
る
務者が、
一
例の
共
産
主

義
者の円以
任に
おい
て
ス
タ
lリソ
時
代の
真
実と

そ
の
全
貌を
明
ら
か
に
し
よ
うと
し
た
告発の
舎
で

も
ある
とい
え
よ
う。
そ
れだ
け
に一
九
六八
年に

「MM
災を
し
て
品川か
せ
よ
｜｜ス
タ
！日γ
主
義の

起
源と
終

結li」
と
題し
てソ
述
園
内で
タ
イプ

印
刷
さ
れ
た乙
の
膨
大なド
キュ
メン
ト
が
外
部世
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界に
伝わ
り、
災・
仏・
独・
伊の
各
国
路
に
翻
i
リソ
機
カ形
成
過
程につ
い
て
も
「ス
タ
ーリン

訳
さ
れ
た
と
き、
多
くの
反
響
を
呼ん
だ
の
で
あ
の
粗
暴で
専
械
な
や
り
方と、
トロ
ッ
キ
ーの
多く

っ
た。
評
者のロ
イ・
ア・
メ
ド
ヴェ
1
ジェ
フ
の
偶人
的
お
よ
び
政
治
的な
欠
点」
が
ζ
の
巡
粍を

は、
今日、
ソ
速の
反
体
制
知識
人と
し
て、
ソ
ル
導い
て
いっ
た乙
と
を
き
わ
め
て
冷
静かつ
綿訟に

ジェニ
lツ
ィ
ソ
喰
件で
もサハ
ロ
フ
山川士
ら
と
と
考
紅
し
て
い
る。本
将の
な
かの
ぼ仏
迭は、
や
は
りこ

もに
世
界に
知
られ
るよ
うに
なっ
た
が、
著者が
0
年代末
期の
農
業
集
団
化
と
工
業
化の
時
期に
お

本
持を
執
宿
す
る
にい
たっ
た
動
機は、
ま
ず
第一

け
るス
タ
i
リソ
の
経
験
主
義的・
主
怠
的な
政
策

に、
ス
タ
lリソ
主
義
は、
い
ま
な
お、
現
実の
運
上の
誤
評が
三
0
年
代の
倒人
祭
拝へ
と
速な
り、

動に
たい
する
約
成に
なっ
て
い
る
ば
か
りか、
そ
や
が
て
キ
lロ
フ
暗
殺
事
件に
発
端
する
大品川
北削減

の
復
権の
傾向
に
さ
え
あ
ると
と
に
たい
して、
い
を
もた
ら
し
て
ゆ
く
時
期を
多
くの
デ
ー
タ
に
よっ

まと
そ
事
実
を
怒
る乙
と
の
恐
怖
を
と
りの
ぞ
か
ね
て
執
勧に
記
述し
なが
ら、
ス
タ
lpγ
主
義発
生

ば
な
ら
ない、
と
考え
た
点
に
あっ
た。
そ
し
て
の
新条
件
（例
入
依
拝、
批
判の
自
由の
捜失、
懲

第こ
に
は、
毛
沢
東
体
制
下の
中国
共
産
党
が、

観yz
テム、
党と
国
家の
官
僚
化、
保
守
主
義と

久
タ
lリ
ソ
主
義の
論
理の
公
然た
る
継
承者
と
し
教
条主
義、
教
育と
文
化の
不
足、
修h）
とス
タ

て
あ
ら
わ
れてい
るζ
と
に
たい
す
る
深い
危
倶の
i
リγ
の
総
力
検
奪の
方
法を
具
体
的に
分
析し
て

念か
らで
あっ
た。
ま
を
に、
ζ
の
点乙
そ、
わ
が
い
る
とと
ろ
に
あ
る
とい
え
よ
う。
そ
し
てと
の
よ

閣の一
部
に
見
ら
れ
る
よ
うに、
ス
タ
！
日ソ
主
義
う
なス
タ
i
リソ
政
治の
断
面
は、
た
と
えば、
ソ

の
告
発
者
が、
そ
の
裏返
し
と
し
て
毛
沢
東
主
義の
連
邦
検
穆総
長と
し
て、
またス
タ
ーリン
閤
家
諭

翁
美
者、
崇
拝
者に
堕
す
る
傾
向
と
は
決
定
的に
田川
の
吹
聴
者と
し
てス
タ
lリソ
大
滋おに
十事
件叫
した

な
る
とと
ろで
あ
る。
もと
よ
り
若
者は、
だ
か
ら
ア
l・
ャ
l・
ヴィ
シ
ソ
ス
キ
1
（の
ち
y
連
外

といっ
てトロ
ッ
キ
ー
主
義の
立
机明
か
ら
「領
端
な
相〉
の
審
問記
録を一地
じて
も
克
明に
桜
ら
れてい

傾
向
性と一
方
位」
を
もっ
て久
タ
！日γ
主
兵を
る。
ζ
うし
たプロ
セ
久
を
経て、
川トロ
ッ
キ
ー

告発
す
る
もの
で
は
な
く、
レ
lニ
ソ
死
後のス
タ
派、ブハ
l
リン
派、
ジ
ノ
ヴィエ
フ
派の
幹
郎た
ち

司書

は
根ζ
そ
ぎ
市
清さ
れ、
ま
もな
く
国
家
－AF
9・

地
方の
幹部た
ち、
文
学
者や
芸
術
家た
ちの
大量

点
消につ
な
がっ
て
ゆ
くの
だ
が、
乙
の
よ
うな
内

政
面での
は帯
感は、
独y
不
可
佼
条
約やフ
ィ
ソ
ラ

ン
ド
戦
争、
さ
らに
は
対ユ
！ゴ
ス
ラ
ヴィ
ア
政
策

や
アジ
ア
諸
国の
民
族ブ
ル
ジョ
アジ
ー
に
たい
す

る
「左
お
主
持
的」
な
．持
価の
誤
謬へ
と
速な
り、

間
際共
産
主
義運動の
み
な
ら
ず、
世
界の
人
民に

い
かに
多
くの
損
失を
もた
ら
し
た
かが
追
究さ
れ

てい
る。
本
件に
は、
た
と
え
ば
ア
イ
ザッ
ク・
ド
イ

ツ
チ
ャ
！の
思
恕
的立
場につ
い
て
の
誤
解
（
下

港、
五
七
玄ペ
ージ）
やス
タ
ーリン
の
策アジ
ア

政
策（中
間、
朝
鮮、
消
測〉
につ
い
て
の
や
や
皮相

な
理
解（下港、
三
九
九ペ
ー
ジ〉
な
ど、
外郵
世
界

との
関述で
は、
情
報不
足
が
もた
ら
す
若
干の
欠

陥が
ある
と
はい
え、
ζ
の
よ
うに
優
れた
実誕
的

なス
タ
！
日ソ
時
代
史がソ
述
人の
手に
よっ
て
成

っ
た乙
と乙
そ、
ま
さ
に
画
期
的な乙
とで
ある。

最
後に、
乙
の
膨
大
な
告の
訳
業が
石
堂
滑
倫
氏

とい
う、
本
怯何の
訳
者
と
し
て
もっ
と
もふ
さ
わし

い
夜
学の
手によっ
て
丹
念に
仕
上
げ
ら
れた乙
と

に
たい
し
敬
意を
淡し
たい
と
思
う。
会
二
S
U

上
て
七
O
O
円
下二、
五
O
O
円）
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